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第 1節 社会が求める人材要件と 

充足レベル 

 

（１）学力低下と OUTCOME 

 

1998 年頃から始まった「学力低下問題」

のきっかけは大学生だった。大学生の学力

低下の原因を探るなかで、小学校・中学校・

高校の教科書や学習指導要領が問題視され

た。特に、告示された 2002 年度からの学習

指導要領は、学習内容を削減する方針だっ

たのでその矢面に立たされた。 

文部科学省は「学力低下問題」などの課

題に抜本的に対処するため、2008 年 3 月に

次期学習指導要領を告示した。目指すのは、

「生きる力」の育成。小中学校での学習内

容を増やし、増やした学習内容をきちんと

教えるために授業時間も増やすことで、基

礎的・基本的な知識の習得を図り「学力低

下への不安」を払拭し「公教育への信頼回

復」を目指している。 

 2005 年 10 月の中教審答申「新しい時代

の義務教育を創造する」のなかで、国の役

割は INPUT と OUTCOME と規定された

（地方は PROCESS）。INPUT とは、学習

指導要領などの目標設定とその実現のため

の基盤整備を行うこと、そして OUTCOME

でその結果検証を行う。教育の世界も、抽

象的ではなく具体的な目標を定め実行し、

その結果をきちんと検証するという PDCA

サイクルを回すことになった。 

 

（２）教育のグローバル化 

 

同時に、グローバル化する世界のなかで、

日本をはじめ各国の教育目標は、OECD（経

済協力開発機構）が規定した「キーコンピ

テンシー」の育成を意識したものになりつ

つある。つまり、教育目標や育成する人材

像のグローバルスタンダードが形成されつ

つあるようだ。2006 年に世界 57 の国・地

域で 15 歳を対象に実施された「PISA」で

測定しているのは、この「キーコンピテン

シー」の一部である。このような教育のグ

ローバル化は、例えば、学力の結果検証に

おいても、国内の過去との比較だけではな

く、世界の国々との比較という、新たな視

点が加わることを意味している。したがっ

て、教育の目標や内容、そしてレベルは、

今後さらに世界を意識したものに変化して

いくだろう。 

日本においても、2007 年度から「PISA」

を意識した「全国学力・学習状況調査」が

悉皆で実施された。2008 年度からは「全国

体力・運動能力、運動習慣等調査」の実施

が予定されており、自前での結果検証を文

部科学省は強化している。「生きる力」を構

成する、「確かな学力」と「健やかな体」に

関して、悉皆での全国調査という形で結果

検証が行われるようになったのである（デ

ータ７－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－１ 生きる力 

確かな学力

豊かな心 健やかな体



第 7 章 社会が求める社会人基礎力と学生の自己評価 

143 

 

（３）学習成果と「学士力」 

 

 「学習指導要領」は、小学校から高校ま

での教育目標とそれを実現するために何を

どれだけ教えるかを示したものであり、学

力低下問題のきっかけとなった大学生の学

力にも影響を及ぼす。 

2008 年 3 月、中央教育審議会（以下、中

教審）において、「学士課程教育の構築に向

けて」（審議まとめ）が出された。審議まと

めのなかで注目されているのが、学士課程

で育成する「21 世紀型市民」の内容を示し

た「学士力」である。「学士力」は、「知識・

理解」「汎用的技能」「態度・志向性」「統合

的な学習経験と創造的思考力」の４つから

構成されている。小学校から高校までの「学

習指導要領」との最大の違いは、「学士力」

には大学への強制力がないことである。 

以下、「学士力」のそれぞれの項目ごとの

内容を紹介する。 

「知識・理解」 

１）多文化・異文化に関する知識の理解 

２）人類の文化、社会と自然に関する 

知識の理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「汎用的技能」 

１）コミュニケーション・スキル 

２）数量的スキル 

３）情報リテラシー 

４）論理的思考力 

５）問題解決力 

「態度・志向性」 

１）自己管理力 

２）チームワーク、リーダーシップ 

３）倫理観 

４）市民としての社会的責任 

５）生涯学習力 

「統合的な学習経験と創造的思考力」 

 

文部科学省が今後、大学生の学力に関す

る OUTCOME（結果検証）をどのように実

施するのかはまだ明らかにされていない。

小・中学校においては、これまでの教育課

程実施状況調査に加え、2007 年度から「全

国学力・学習状況調査」を全国の小６生と

中 3 生全員に実施した。結果検証のために

は、大学生に対しても「全国学力・学習状

況調査」のようなものを実施し、その際に

「学士力」が利用されるかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－２ キーコンピテンシー ７－３ 学士力 
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しかし、OECD（経済協力開発機構）は

PISA の高等教育版の開発に着手しており、

大学生の学力に関する国際比較が行われる

のもそれほど遠い話ではなさそうだ。これ

が実施され、結果が公表されれば、まさに

高等教育における「黒船」になるだろう。

15 歳で実施する PISA よりも、世界各国の

国際競争力を示す指標になる可能性が高い。 

 

（４）企業が求める人材要件 

 

日本経済団体連合会（以下、経団連）が

実施した「新卒者採用に関するアンケート

調査」（2006 年調査、2003 年調査）と経済

同友会が実施した「企業の採用と教育に関

するアンケート調査」（2006 年調査、2003

年調査）をもとに、企業が大学卒に求める

能力について考えてみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データ７－４は、経団連が実施した調査

結果である。採用選考にあたっての重視点

（複数回答）の 1 位は「コミュニケーショ

ン能力」で 82％、2 位は「チャレンジ精神」

の 54％、3 位は「協調性」の 53％、4 位は

「主体性」の50％、5位は「誠実性」の36％。

2003 年の調査では「主体性」が 3 位だった

が、今回は 4 位に下がった。 

2003 年の調査と比べてスコアが 5％以上

アップしたのは、「コミュニケーション能力」

「協調性」「主体性」「職業観/就業意識」。

逆に 5％以上ダウンしたのは、「チャレンジ

精神」「責任感」「ポテンシャル」「論理性」

「創造性」「リーダーシップ」「専門性」「一

般常識」「学業成績」「感受性」「語学力」「ク

ラブ活動／ボランティア活動歴」「倫理観」。 

 次に、「学士力」で示された能力や態度の

なかで経団連調査の項目にもあげられてい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－４ 選考にあたっての重視点（複数回答）％ 

　　　2006年10月、2003年11月　経団連「新卒者採用に関するアンケート調査」より作図。

　　　数値は、採用選考にあたっての重視点で複数回答（％）
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る項目のスコアを見てみる。2003 年と比較

すると、「コミュニケーション能力」と「協

調性」はかなりスコアがアップしているが、

「リーダーシップ」「論理性」「倫理観」は

ダウンしている。 

データ７－５は、経済同友会が実施した

「企業の採用と教育に関するアンケート調

査」（2006 年調査、2003 年調査）である。 

 大学卒の新卒採用者選考の際、特に重視

している能力（複数回答）は、1 位が「熱

意・意欲」で 67％、2 位が「行動力・実行

力」の 52％、3 位が「協調性」の 30％、4

位が「問題解決力」の 25％、5 位が「論理

的思考力」の 22％。2003 年の調査では「論

理的思考力」が 4 位だったが、今回は 5 位

に下がった。 

2003 年の調査と比べてスコアが 5％以上

アップしたのは、「行動力・実行力」「問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決力」「創造性」「常に新しい知識・能力

を学ぼうとする力」「課題発見力」「一般知

識・教養」「実務能力」「学業以外の社会体

験」。逆に 5％以上ダウンしたのは、「熱意・

意欲」「論理的思考力」「表現力・プレゼン

テーション能力」「専門知識・研究内容」「判

断力」「国際コミュニケーション能力」「コ

ンピュータ活用能力」。 

次に、経団連調査と同様に、「学士力」で

示された能力や態度のなかで同友会調査の

項目にもあげられている項目のスコアを見

てみる。2003 年と比較すると、「問題解決

力」と「常に新しい知識・能力を学ぼうと

する力」はスコアがアップしているが、「論

理的思考力」はダウンしている。経団連調

査ではスコアがアップしていた「協調性」

は、ほぼ前回並みで変化が見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－５ 新卒採用者選考の際、重視している能力（複数回答）％ 

　　　2006年2～3月、2003年12月　同友会「企業の採用と教育に関する調査」より作図。

　　　数値は、大学新卒採用選考にあたって重視しているビジネス基本能力（％）で複数回答
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（５）社会が求める人材要件と充足 

レベル 

 

 次に、企業は満足のいく新卒採用ができ

ているのであろうか？ 

 前述の経団連の調査の「採用内定者に対

する評価」において「良い人材が採用でき

た」のは、2003 年の 63.1％から 2006 年は

20.1％と大幅に低下し、逆に「良い人材が

採用できなかった」のは、2003 年の 2.4％

から 2006 年は 8.3％に増加している。 

 

社会人基礎力 

また、2006 年 1 月に発表された「社会人

基礎力に関する研究会（中間とりまとめ）」

で規定された「社会人基礎力」を盛り込ん

だ「社会人基礎力に関する緊急調査」が同

年 4 月に、さらに 2007 年 3 月には「企業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の「求める人材像」調査 2007～社会人基礎

力との関係～」が発表された。 

 データ７－６は、「企業が求める社会人基

礎力」と「若手社員に不足が見られる社会

人基礎力」である。 

まず、東証一部上場企業についてみてみ

る。求める社会人基礎力のスコアがどの項

目も高く、「規律性」を除くすべての項目が

60％以上となっている。なかでも、東証一

部上場企業が社会人基礎力の中で強く求め

ているのは、「主体性」「実行力」「課題発見

力」「情況把握力」「計画力」である。一方、

若手社員に不足が見られる社会人基礎力と

しては、「主体性」「課題発見力」「創造力」

「働きかけ力」。言うまでもなく、企業とし

ての最も大きな課題は、企業の期待が高い

にもかかわらず、若手社員に不足が見られ

る項目である。東証一部上場企業の場合の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－６ 企業が求める人材像（東証一部上場企業） 

　　　　　2007年3月　経済産業省　企業の「求める人材像」調査2007～社会人基礎力との関係～により作図。　
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課題は、「主体性」「課題発見力」といえる。 

次に、中堅・中小企業についてみてみる。

東証一部上場企業と比較すると「企業が求

める社会人基礎力」のスコアが低く、「若手

社員に不足が見られる社会人基礎力」のス

コアはあまり変わらない。そのなかで、企

業が求める社会人基礎力で高い項目は東証

一部上場企業と同じで、「実行力」「計画力」

「主体性」「課題発見力」「情況把握力」。た

だ、東証一部上場企業に比べると、「ストレ

スコントロール力」を求める割合が低い。

一方、若手社員に不足が見られる社会人基

礎力も東証一部上場企業とほぼ同じで、「主

体性」「課題発見力」「創造力」「計画力」「働

きかけ力」となっている。したがって、中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堅・中小企業と東証一部上場企業の社会人

基礎力に関する課題で共通しているのは、

「主体性」と「課題発見力」と言える。「主

体性」とは、物事に進んで取り組む力と規

定されており、例としては「指示を待つの

ではなく、自らやるべきことを見つけて積

極的に取り組む」とされている。「課題発見

力」とは、現状を分析し目的や課題を明ら

かにする力と規定されており、例としては

「目標に向かって、自らここに問題があり、

解決が必要だと提案する」とされている。

どちらも、最近求められるようになった力

であるが日本人の肯定度が低い資質項目で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－７ 企業が求める人材像（中堅・中小企業） 

　　　　　2007年3月　経済産業省　企業の「求める人材像」調査2007～社会人基礎力との関係～により作図。
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第２節 資質・能力に関する学生・   

     社会人のギャップ 

 

では、大学生は社会人基礎力に関してど

のように捉えているのだろうか？自信がな

いと大学生が感じている能力と若手社員に

不足が見られる能力とを合わせて考えてみ

る。 

社会人基礎力の各能力について、若者（学

生）と若手社員の２つのスコアを見てみる

と必ずしも同じような傾向を示していない

ことがわかる。 

若者（学生）が自信がないと感じる割合

が高い能力は「働きかけ力」「主体性」「実

行力」「創造力」「計画力」、逆に割合が低い

のは「柔軟性」「情況把握力」「傾聴力」「規

律性」「課題発見力」。一方、若手社員に不 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足が見られる能力で高いのは、「主体性」「課

題発見力」「働きかけ力」「ストレスコント

ロール力」「創造力」。 

両者のスコアの開きが大きいのは、「課題

発見力」「情況把握力」「主体性」「ストレス

コントロール力」「柔軟性」である。 

若者（学生）は「課題発見力」に対して

自信がないわけではない。企業は新卒採用

の際に重視しているにもかかわらず、採用

した若手社員に「課題発見力」が不足して

いると感じている。一方、「主体性」は若手

社員に最も不足が見られる能力でもあり、

若者（学生）も自信がないと感じる割合の

高い能力である。このように若者がギャッ

プを強く感じている能力要件の育成につい

ては、大学・企業ともに留意しなくてはい

けないのではなかろうか。 

 

７－８ 若手社員に不足が見られる能力と若者の認識（弱み）とのギャップ 

　　　　　2006年４月　経済産業省　社会人基礎力に関する緊急調査により作成。
　　　　　「若手社員に不足が見られる能力」n=211（経済産業省調査）、「若者（学生）が自信がないと感じる割合」
　　　　　n=3,127（みんなの就職株式会社「社会人基礎力に関するアンケート」）
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若者（学生）が自信がないと感じる割合

若手社員に不足が見られる能力
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